
質疑及び一般質問 令和３年５月28日、31日、６月２日に開催された質疑及び
一般質問では、次の議員が質問を行いました。

○質疑及び一般質問の中から一部を掲載します。

質疑及び一般質問の
映像はこちら

総 務 企 画 常 任 委 員 会

健 康 福 祉 常 任 委 員 会

環 境 農 林 常 任 委 員 会

産 経 土 木 常 任 委 員 会

文 教 警 察 常 任 委 員 会

委員長 副委員長

穂積　昌信 亀山　貴史 久保田　順一郎 伊藤　祐司 後藤　克己 岸　善一郎 安孫子　哲 斉藤　優 大林　裕子
（太田市・2期） （桐生市・1期） （邑楽郡・6期） （高崎市・4期） （高崎市・4期） （高崎市・3期） （前橋市・3期） （伊勢崎市・1期） （北群馬郡・1期）

委員長 副委員長

泉沢　信哉 秋山　健太郎 星名　建市 井下　泰伸 酒井　宏明 金子　渡 藥丸　潔 本郷　高明 森　昌彦
（館林市・2期） （太田市・1期） （渋川市・4期） （伊勢崎市・3期） （前橋市・3期） （渋川市・3期） （太田市・3期） （前橋市・2期） （邑楽郡・1期）

委員長 副委員長

委員長 副委員長

大和　勲 松本　基志 岩井　均 水野　俊雄 萩原　渉 川野辺　達也 八木田　恭之 入内島　道隆 高井　俊一郎 金沢　充隆
（伊勢崎市・2期） （高崎市・1期） （安中市・6期） （前橋市・4期） （吾妻郡・４期） （邑楽郡・２期） （太田市・1期） （吾妻郡・1期） （高崎市・1期） （藤岡市・多野郡・1期）

伊藤　清 神田　和生 中沢　丈一 福重　隆浩 橋爪　洋介 角倉　邦良 中島　篤 あべ　ともよ 金井　康夫
（安中市・2期） （藤岡市・多野郡・1期） （前橋市・8期） （高崎市・5期） （高崎市・5期） （高崎市・4期） （高崎市・4期） （太田市・4期） （沼田市・3期）

加賀谷　富士子
（伊勢崎市・2期）

委員長 副委員長

今泉　健司 牛木　義 星野　寛 狩野　浩志 小川　晶 井田　泰彦 矢野　英司 相沢　崇文
（みどり市・2期） （甘楽郡・1期） （利根郡・6期） （前橋市・5期） （前橋市・3期） （桐生市・2期） （富岡市・1期） （桐生市・1期）

群馬県議会議長
井田　泉

（佐波郡・4期）

群馬県議会副議長
安孫子　哲

（前橋市・3期）議場　副議長選挙（５月24日）

新たな重要施策の企画・立案、情報発信、自主財源の伸長、危機管理、地域振興、芸術文化・スポ ーツの
振興などのほか、他の常任委員会の所管に属さない事項について審査（調査）を行います。

消費者行政の推進、私学振興、少子化対策・保健・医療の充実、社会福祉・社会保障の充実、食品の安全
確保などについて審査（調査）を行います。

環境対策、林業振興対策、食料・農業・農村振興対策、農林漁業災害対策などについて
審査（調査）を行います。

中小企業の振興、観光物産の振興、労働者支援と労働環境整備、道路・橋梁の整備促進、交通対策、
河川・砂防対策の促進、災害復旧対策、公営企業の推進などについて審査（調査）を行います。

教育施設の整備促進、教育体制の確立、交通事故防止対策、災害救助対策などについて
審査（調査）を行います。

令和３年第２回定例会で
正副議長、各常任委員会、
各特別委員会（４面参照）
などの議会構成が決まり
ました。

りょう

令和３年度議会構成決まる令和３年度議会構成決まる令和３年度議会構成決まる令和３年度議会構成決まる令和３年度議会構成決まる
　令和３年７月４日発行　群馬県議会だより（3）（2）令和３年７月４日発行　群馬県議会だより

　◎新型コロナウイルス感染症の経済対策 
　　について

⾃由⺠主党　橋⽖　洋介
ようやくワクチン接種がスタートしました

が、コロナとの闘いは「道半ば」です。引き続き県

内事業者を⽀える新たな⽀援策について伺います。

４月末からの感染拡大により、幅広い業界か

ら⽀援を求める切実な声が寄せられています。より

多くの事業者を幅広く⽀援し、事業を継続してもら

うため、今議会に国の⽀援制度を補完する新たな⽀

援⾦制度に係る補正予算を追加提案しました。困窮

する事業者の元に一刻も早く⽀援⾦や協⼒⾦を届け

るため、迅速に対応してまいります。

　　 ◎ゲートキーパー（※）の役割と養成に 
　向けた取組について

リベラル群⾺　小川　晶
ゲートキーパーの役割についての考えと養成に

向けた取組、令和２年度のゲートキーパー養成講座の

実施状況について伺います。

ゲートキーパーの気づきは、身近な⼈のか

けがえのない命を守ることにつながるため、その養

成は重要な取組と考えます。県では、出前講座の実

施や市町村等での研修開催⽀援のための指導者養成

に取り組んでいます。なお、令和２年度の養成数は

新型コロナウイルス感染症の影響により、前年度の

３分の１の約1,200⼈にとどまりましたが、累計は

20,000⼈を超えました。今後は、オンラインの活⽤

を含め、効果的な研修方法について検討してまいり

ます。

　　 ◎男
お

井
い

⼾
ど

川の河川改修事業について

⾃由⺠主党　⻫藤　優
現状と今後の⾒通しについて伺います。

男井⼾川については、伊勢崎市街地で頻発す

る洪⽔被害を軽減するため、最上流部に調節池を整

備するとともに、最下流の粕川合流点から調節池ま

での区間の川幅を広げる事業を進めています。これ

までに調節池が概成したほか、約600ｍの区間の工

事が完成しています。今年度は、伊勢崎市上諏訪町

の約140ｍの区間において河川の拡幅と取⽔堰
ぜき

の改

築工事を⾏う予定です。令和７年度の完成を目指し

て、整備を推進してまいります。

◎県⺠の命と暮らしを守る公共事業予算 
　の確保について

⾃由⺠主党　岩井　均
県⺠の命と暮らしを守るためには、財政健全

化に配慮しながらも、財源上有利な国の予算をでき

る限り活⽤して防災・減災、県土強
きょう

靱
じん

化を進めるべ

きではないでしょうか。

今後、財政の健全性を確保しつつ、必要な公

共事業を計画的に推進するためには、新たな県土整

備プランに基づき10年間の投資総量を適正に管理

していかなければならないと考えています。県⺠の

命と暮らしを守る公共事業についても、財源上有利

な国の予算を活⽤しつつ、県土整備プランに基づき

しっかりと推進してまいります。

　◎⼥性活躍推進の取組について

⾃由⺠主党　川野辺　達也
育児や家事、介護などを⼥性が担うといった

固定的な性別役割分担意識を解消し、⼥性が活躍で
きるために、県はどのように取り組むのか伺います。

⼥性がさらに活躍をするためには、固定的
性別役割分担意識を解消し、男⼥がともに仕事や家
庭、地域活動などを両⽴できる環境を整備していく
必要があります。セミナーや各種広報媒体を活⽤し
た意識啓発のほか、今年度は、将来の地域の⼥性
リーダーとなる⼈材の育成に取り組みます。また、
男⼥ともに働きやすい職場環境の整備を進めるた
め、企業認証制度を推進し、男性の育児休業取得や
⻑時間労働の是正等を一層促進してまいります。

　◎コロナ禍における県の経済・雇用政策 
　　に対する現場の声の反映について

リベラル群⾺　角倉　邦良
経済・労働団体等の現場の声は、県の経済・雇

⽤政策にどのように反映されているのでしょうか。
現場で経済を担う方々の声をしっかり聞き、

タイムリーに実施していくことは極めて重要です。
経済団体や業界団体、⾦融機関や国、市町村のほ
か、連合群⾺などの労働団体とも定期的に意⾒交換
を⾏い、最⻑７年間実質無利⼦の制度融資の創設や
雇⽤調整助成⾦の申請⽀援などの施策に反映してい
ます。引き続き、地域経済の現場を担う方々の声に
真
しん

摯
し

に耳を傾け、可能な限り経済・雇⽤対策に反映
してまいります。

　◎危機管理について

⾃由⺠主党　松本　基志
就任後、令和元年台風第19号をはじめとした

⾃然災害のほか、豚熱や新型コロナウイルス感染症
などに対処されましたが、本県の危機管理に対する
知事の思いについて伺います。

知事就任以降、様々な危機管理を経験しま
したが、危機管理には、「素早い決断と迅速な⾏
動」、「一喜一憂しない冷静な判断⼒」、「タイム
リーな情報発信」、「中⻑期的な視点」、「市町
村、県議会、県職員との信頼関係」の５点が重要と
考えています。この点を常に念頭に置いて取り組ん
でまいります。

　◎県営ワクチン接種センターの設置につ 
　　いて

令明　あべ　ともよ
市町村の接種計画への影響等を抑えながら、

設置の効果を最大限に発揮するためにどのような工
夫をするのでしょうか。

市町村の接種計画に影響を及ぼすことのない
よう、予約受付や接種記録の方法などに配慮すると
ともに、県⽴病院のスタッフをはじめ、潜在看護師
や研修医など、幅広く⼈材確保に取り組んでまいり
ます。また、接
種を円滑に実施
するための運営
体制協議会も⽴
ち上げ、医療機
関等に協⼒をお
願いしています。

◎県が考える夜間中学の役割と設置につ 
　いて

⾃由⺠主党　井下　泰伸
外国⼈との共生・共創の社会づくりを推進す

るために、夜間中学の設置は大切であると考えます
が、夜間中学の役割と設置についてどのように考え
ているか伺います。

夜間中学には、不登校経験者、⾼齢者、外国
⼈など多様なキャリアを持つ方々が、互いに学び合
い、地域で共に暮らす基盤を作り上げる役割がある
と考えます。設置の必要性を強く感じている市町村
や入学希望者にとってニーズの⾼い地域があります
ので、設置主体や設置場所、設置時期を含めた検討
を進めてまいります。

　◎流域治⽔プロジェクトについて

公明党　福重　隆浩
昨年度策定された「流域治⽔プロジェクト」の

内容と今後の取組について伺います。
流域治⽔プロジェクトには、河川管理者で

ある国や県が実施するハード・ソフト対策のほか、
市町村が⾏う市街地の内⽔対策や住⺠が⾏う⾬⽔貯
留・浸透など、流域に関わる全ての関係者が主体的
に取り組む対策が取りまとめられています。県にお
いては、ハード対策として、利根川や烏川など22カ
所で約23.3㎞の河川改修と、太田市の石田川や⾼崎
市の井野川で４つの調節池の整備を進めるほか、ソ
フト対策として、339河川で⽔位計と河川監視カメ
ラの設置を計画的に推進してまいります。

　◎県政にかかる若者との対話について

⾃由⺠主党　⾼井　俊⼀郎
⾼校生から県政へ「勇気の日」の提案があり

ました。知事が直接、若者の声を聞く機会は有意義
と考えますが、いかがでしょうか。

社会に関心を持ち、⾃らの考えを発信しよう
という若者の積極的な⾏動は、新・総合計画ビジョ
ンで示した、⾃分の意志で一歩踏み出し、勇気を
持って、新たなことに挑戦する⼈である「始

し

動
どう

⼈
じん

」
と方向性を同じくするものです。若者の考えを直接
聞くことは有意義で、大切なことであり、若者に
とっても地方⾃治や地域の課題に関心を持つきっか
けとなります。知事と⾼校生が意⾒交換する機会も
設けていきたいと考えています。

　◎繊維産業の振興について

⾃由⺠主党　森　昌彦
ニットをはじめとした繊維産業の振興に向け

たきめ細やかな⽀援が必要と思いますが、県の考え
について伺います。

ニットをはじめとした繊維産業を取り巻く
環境は厳しい状況にあり、県としては、繊維工業試
験場による技術⽀援や研修の実施、ジェトロ群⾺と
連携した海外市場への進出⽀援などを実施していま
す。太田地域には、特色のあるニット生産企業が集
積しており、太田産ニットのブランド化に取り組む
など新たな動きも出てきています。引き続き、販路
開拓や⼈材育成などの取組を継続的に⽀援し、県内
繊維産業の振興を図ってまいります。

5月28日（金） 6月2日（水）5月31日（月）

東毛ワクチン接種センター

※ゲートキーパー…⾃殺のおそれなど身近な⼈のこころの危機に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な⽀援につなげ、⾒守ることができる⼈のこと。




